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１．目  的 

本研究の目的は、無線マイコン基板の技術を持つ中小企業との共同研究により、牛の体温測定・発信

機器を開発することで、生物系分野の市場への新規参入をサポートすることである。酪農経営における

乳牛の飼養期間は平均 5.5年と長く、この間、牛の健康状態を良好に保つことが、畜主にとって最重要

事項である。しかし、近年、農業従事者の生活形態の多様化に伴い、家畜の観察に費やす時間は短縮さ

れる傾向にある。そのような状況の中、本研究で開発する牛の体温測定・発信機器は、この健康管理を

より的確に行うためのツールとしての将来性が高く、工業系中小企業が生物系分野に参入する足掛かり

となり得るものである。 

 

２．方 法 

環境農林水産総合研究所は、所内で飼養している乳牛を用いて、牛の体表温を測定するセンサーの選

定、体表温の測定部位や測定頻度の検討を担当した。 

ケイツー電子工業は、自社既製の無線マイコン基板、温度センサー、電源の中から最適な組み合わせ

を検討して試作品を作製し、牛での実験データを反映させながら改良を進めた。 

産業技術総合研究所では、牛に機器を装着するための粘着剤に関して、持続性があり皮膚炎が起きな

い資材を検討し、実際に貼付して牛体に悪影響を及ぼさないものを選定した。 

                                                                                

３．結果および考察                              

  試作・実験・改良の結果、写真のような測定発信機器、受信機および受信表示ソフトを開発した。

牛を使った実験から、体温の変化は 0.01 度単位で捉えるのがよいこと、測定部位は最も外気温の温度

を受けにくく、脱落しにくい箇所として乳房と脚の間（乳房上奥）が適していること、測定間隔は 10

秒程度が温度の変動を捉えやすいことが明らかとなった。これらの条件から、測定発信機器本体は温度

センサーを短いコードで接続した扁平型とし、電源はリチウムイオン電池を用い、防水仕様を施して、

測定間隔は 10 秒と設定した。受信機は同じくマイコン基板を組み込み、パソコンに USB 接続する形式

とした。受信・表示には専用のソフトを開発し、測定日時、温度データ、電池残量、発信機番号を表示

するとともに、Microsoft Excel のファイル形式での保存を可能とした。牛体に機器を装着するための

粘着剤は、ガムテープや布テープ等の各種資材を検討した結果、建築資材用テープが耐久性、粘着性、

弾力性ともに優れ、刺激も少なく、数ヶ月の長期使用に耐えうることが明らかとなった。 

これらの取り組みにより、牛の体温を長時間連続的に測定・発信し、離れた場所で受信・記録するこ

とが可能になった。しかし、重量や大きさなど、改善すべき点が残されているため、今後、さらなる小

型化を目指して改良を進め、より使いやすいものとしていきたい。 




